


雑誌はどこで印刷する？出版社・ブランド向けベンダー選定ガイド

Details

簡単な答え： 雑誌をどこで印刷するかは、印刷部数、発行頻度、そして必要なサポートの範囲で決まります。デジタル小ロット印刷会社はテスト版や少部数の号に、商業オフセット印刷会社
は計画的に繰り返す発行に、海外工場は納期に余裕があってコストを重視する大部数に、印刷ブローカーは複数の工場を一人の窓口で管理してほしいチームに向いています。

雑誌の印刷先選びが見た目以上に難しい理由
紙の雑誌は、今も幅広い読者に届いています。 News/Media Alliance 2025 市場レポート[1]によると、米国の成人の86%が過去6か月以内に雑誌を読んでいました。
ただし、伸びているのは小規模でコレクション性の高い雑誌です。 Honolulu Star-Advertiser[2] は、小部数で発行される独立系の定期刊行物を「使い捨てではなく、手元
に残すことを前提に作られている」と評しています。南アフリカのABCの数字では、カスタムマガジンの伸びは前年比で17%近く、時期はQ3 2025でした（報道：
Bizcommunity[3]）。いま多くの出版社やブランドが必要としているのは、ほとんどの工場が想定してきた案件よりも、部数が少なく、頻度が高く、デザインへの要求が厳しい印
刷です。

ベンダーのミスマッチは、予測できる失敗を招きます。雑誌印刷会社に寄せられた公開レビューには、同じ不満が繰り返し見られます。表紙のラミネートが欠けたりひび割れたりする、見開
きページの見当がずれる、デジタル校正では完璧に見えたのに納品された部数はそうではなかった、制作の完了が見積もりより「少なくとも一週間」遅れた、用紙と表紙が確定してから見積
もりが上がった、誤印刷の部数を破棄または返送した場合にのみ返金される、といったものです。多くの場合、問題は印刷会社が単に「質が悪い」ことではありません。ワークフロー、校正
方針、物流のいずれかが合わないベンダータイプに、案件を任せてしまったのです。

解決策は、ベンダーを選ぶ前にベンダータイプを選ぶことです。本ガイドでは、プロの雑誌印刷サービスの主な四つのタイプ、候補の絞り込み方、そして実力あるパートナーと見栄えだけの
営業ページを見分ける質問を解説します。
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プロの雑誌印刷サービスとは何か
プロの雑誌印刷会社は、PDFから納品までの全工程を管理し、その工程を文書で記録し、成果物が合意した仕様を満たさない場合は書面で責任を負います。家庭用やオフィス用のプリンター
にはこれができません。人の目によるプリプレス確認も校正の選択肢もない、一般向けのアップロード型サイトも同様です。業界団体 Print Power[4] は、印刷を「メディアにおける
ヴァイナル」と呼び、触感があって上質なものだと説明しています。読者が雑誌を手触りで評価するなら、その背後にある工程は価格と同じくらい重要です。

選択肢の大半は、四つのベンダータイプに分かれます。

デジタル小ロット印刷会社 は、版を必要としないトナー方式またはインクジェット方式の印刷機を使います。そのため、ごく少数の部数、バージョン違いの号、急ぎの増刷が現実
的になります。注文が入ってから印刷するプリントオンデマンドのプラットフォームとして運営している会社もあります。
商業オフセット印刷会社 は、版とメイクレディ（印刷開始前の調整）の段取り工程を伴う平版印刷機を使います。段取りには費用がかかりますが、部数が増えるほど1部あたりの
コストが大きく下がり、用紙・製本・加工の選択肢も通常は広くなります。
海外工場 は、輸出向けの顧客に対応する、オフセット印刷と加工を一貫して行う工場が一般的です。単価や手作業の多い加工で競争力を発揮することが多い反面、輸送、通関、時
差もプロジェクトの一部になります。
印刷ブローカー は印刷機を持ちません。案件を提携工場に振り分け、見積もりを管理し、やり取りを担います。調整力と購買力に対価を支払う形になり、ブローカーが各工場をど
れだけ把握しているかに成果が左右されます。

同じ雑誌でも、段階によって適したベンダータイプは変わります。創刊号はデジタルで始め、発行部数が安定したらオフセットに移り、のちに部数とリードタイムに余裕が出たら海外工場や
ブローカーに切り替える、といった流れもあります。

雑誌印刷会社を絞り込む手順（ステップ別）

https://www.printpower.eu/insight/the-premiumisation-of-print-media/


ステップ1：1ページの案件プロフィールを作成する

誰かに連絡する前に、五つの事項を書き出します。発行頻度、号ごとの部数帯、希望する製本、動かせない締め切り（イベント、売店での発売日、発送可能期間）、そして納品先です。これ
で、どのベンダーも同じ依頼内容で比較できます。仕上がりサイズ、用紙、製本がまだ決まっていない場合は、当社の カスタム雑誌印刷 のページに仕様の解説があります。本ガイドは、作
業用のドラフトがあることを前提にしています。

ステップ2：印刷部数と発行頻度に合うベンダータイプを選ぶ

デジタル印刷機は段取りコストがほとんどかからないため、数部でも数百部でも、1部あたりの価格はほぼ一定です。オフセットは版とメイクレディの費用を印刷ロット全体で分け合うので、
部数が十分に多くなると経済的になります。損益分岐点は、公表されている目安に頼らず、自社の仕様で実際の見積もりを取って確認してください。用紙相場も動きます。ある出版社が
Voices.media[5] に対し、用紙価格が「印刷のたびに30%」上がったと語りました。また、 AAII Journal[6] は、用紙コストがひと月で46%跳ね上がったと報じて
います。定期刊行のタイトルでは、各見積もりの有効期間と、予定された号のために用紙を確保してもらえるかを確認してください。

ステップ3：社内で行う工程を洗い出す

各候補に、自社内で対応する工程をすべて挙げてもらいます。プリプレス、印刷、製本、コーティングまたはラミネート加工、梱包、発送です。外注先に渡すたびに、輸送、スケジュール上
のリスクが増え、問題が起きたときの責任の所在も一つ増えます。ラミネート加工を別の会社に出す印刷会社でも良い選択になることはありますが、表紙のひび割れが争いになる前に把握し
ておくべきです。

ステップ4：マークではなく証拠を確認する

認証ロゴはウェブサイトに簡単に載せられます。重要なのは最新の書類です。次のものを求めましょう。

カラープロセス： G7は、ANSI/CGATSの技術報告書015 inとして公開されています。 Idealliance[7] は、これを校正刷りと本機印刷の色を合わせるため
のキャリブレーション手法と説明しています。施設が最後に認定を受けた時期と、対象の印刷機を確認してください。
オフセット工程管理： 国際規格 ISO 12647シリーズ[8] は、校正刷りと本番印刷の工程管理パラメーターを定めています。印刷された用紙（プレスシート）がこの規格に
照らして測定されているか、案件のカラーバー測定レポートを見せてもらえるかを確認してください。
用紙の管理の連鎖（CoC）認証： FSC[9] は、雑誌が有効なCoC認証書に基づいて製造された場合に限り、同団体のラベルを表示できるとしています。認証番号を求め、
「FSC認証紙あり」という言葉を鵜呑みにせず、自分で確認してください。
用紙の適合性： ISO 20494[10] は、雑誌を含む一般的なグラフィック用途向けの用紙の安定性を扱う規格で、永久保存を目的としたものではありません。号を保存・アー
カイブする想定なら、その目的でどの用紙を提案するか尋ねてください。
工場のコンプライアンス： 米国の大規模な出版用グラビア印刷工場とワイドウェブのフレキソ印刷工場は、EPAの印刷・出版業向けNESHAP（40 CFR Part
63 Subpart KK）の対象となります。またすべての施設は、 OSHAの印刷業向けガイダンス[11]に沿った安全プログラムを運用すべきです。海外の工場は、現地で
相当する規制への適合を示せるはずです。ブランド側の購買担当が、こうした点を監査するケースも増えています。

ステップ5：契約前にコミュニケーションを試す

すべての候補に同じ技術的な質問を送ります。たとえば、濃色のベタ面にソフトタッチのラミネート加工を施した表紙をどう扱うか、といった質問です。回答の速さ、担当者の名前で返信が
あるか、回答が具体的か、それともよくある質問の使い回しかを確認してください。報告されているトラブルの多くは、「本が刷り上がった後」になって初めて質問に答えた、という話に行
き着きます。契約前に受け取る対応は、たいてい、その後に受けられる最良のサービスです。

ステップ6：現物の証拠を求める

同等の案件の印刷サンプルを依頼し、どの種類の校正が利用できるかを確認します。損失を被ったクリエイターは、「デジタル校正は完璧だった」のに、ベンダーが現物校正を用意しなかっ
たと語ることがよくあります。色が重要な表紙では、文書化された標準に基づくハードプルーフに、余分な時間をかける価値があります。仕上がったロットの合否基準の決め方は、当社の 無
線綴じ雑誌のページで解説しています。ここでは、ベンダーが書面の基準に同意してくれるかどうかだけを確認してください。

ステップ7：配送経路と是正対応を想定する

印刷機から読者の手元までの経路を描き出します。梱包方法、運送業者、通関のある国境の有無、複数の宛先への分割出荷、損害請求を誰が行うか、などです。そのうえで、是正対応を書面
で取り決めます。不良ロットを再印刷するのか、返金するのか、クレジットで対応するのか、返送運賃は誰が負担するのか、不良の部数をまず返送または破棄する必要があるのかを明記して
もらいます。

https://jp.zigpac.com/custom-commercial-printing/custom-perfect-bound-magazines.html
https://voices.media/the-challenges-of-print-magazine-publishing/
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https://uk.fsc.org/paper-print
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https://jp.zigpac.com/custom-commercial-printing/custom-perfect-bound-magazines.html


ステップ8：同一仕様で明細付きの見積もりを比較する

絞り込んだすべてのベンダーに同じ案件プロフィールを送り、明細項目（印刷、製本、加工、校正、梱包、運賃）を出してもらいます。こうすれば、用紙や表紙を「詰める」うちに膨らむ低
い当初価格を避けられ、総額で安いベンダーと印刷費だけが安いベンダーを見分けられます。

ベンダー審査チェックリスト：絞り込む前に確認すべき質問

最初の電話でこれらの質問を使ってください。優れたベンダーは、ほとんどの質問に「確認して折り返します」と言わずに答えられます。

社内で行う制作工程はどれで、外注する工程はどれですか。外注する場合、どこに依頼していますか。1.
私の案件はどの印刷機で刷ることになり、その設備は現在のカラー認定の対象に含まれていますか。2.
確認できるように、FSC CoC認証の認証番号を教えていただけますか。3.
どのような校正を用意していますか（ソフトプルーフ、デジタルコントラクト校正、本機校正）。私の表紙にはどれを勧めますか。4.
担当者は誰で、制作中に問題が起きたときはどのようにエスカレーションしますか。5.
この見積もりの有効期間はどれくらいで、承認後に何が変わると金額が変わりますか。6.
納品された部数が合意した仕様を満たさなかった場合はどうなりますか。再印刷、返金、クレジットのどれで、どのくらいの期間で対応しますか。7.
私の配送経路に合わせて、どのように梱包しますか。運賃に関する請求は誰が対応しますか。8.
似たタイトル、製本、用紙の印刷サンプルを送っていただけますか。9.
定期的に発行する号では、用紙の確保、データの保管、号ごとの設定の再現に対応してもらえますか。10.

雑誌はどこで印刷できる？四つのベンダータイプを比較



この表では、プロジェクトが円滑に進むかどうかを左右することが最も多い要素で、四つのタイプを比較します。損益分岐点はページ数、用紙、加工によって変わるため、印刷部数は相対的
な表現にしています。実際の見積もりで確認してください。

項目 デジタル小ロッ
ト印刷会社 商業オフセット印刷会社 海外工場 印刷ブローカー

最適な
印刷部
数

単品から少部数、
テスト号、バー
ジョン違いの号

中〜大部数の計画的な発行と、継続的に刊行するタイトル 締め切りよりずっと前に予定を組む大部数
どの規模でも
可。条件に合
う提携工場に
振り分け

主な対
応力

段取りが速い、
可変データ、す
ばやい増刷。加
工の選択肢はや
や限られる

用紙・製本・コーティングの選択肢が広く、大きなロット
でも品質が安定 印刷と加工の一貫対応、手作業の多い特殊仕様

一つの窓口で
複数工場の対
応力を利用で
きる

求める
べき証
拠

印刷機ごとのカ
ラー認定、似た
案件のサンプル

カラー認定、ISO 12647に基づく印刷機レポート、
FSC CoC認証番号 FSC CoC認証番号、カラーレポート、現地のコンプライアンス記録、出荷前検査

実際に印刷す
る工場の名称
と、その工場
の書類（ブロー
カーのもので
はなく）

コミュ
ニケー
ション
体制

セルフサービス
のアップロード
が多い。人によ
るプリプレス確
認ができるか要
確認

営業担当またはカスタマーサービス担当者。本機立会いが
できることが多い 時差をまたぐプロジェクトマネージャー。書面の仕様が最も重要

ブローカーが
すべてを中継。
工場側の問題
が自分に届く
までの速さを
確認

物流
通常は国内の宅
配。少部数なら
シンプル

国内の貨物輸送。発送・フルフィルメントのオプションが
付くことも多い 海上または航空貨物、通関、まとめ梱包のカートン

選んだ工場次
第。配送トラ
ブルの責任の
所在を確認



項目 デジタル小ロッ
ト印刷会社 商業オフセット印刷会社 海外工場 印刷ブローカー

最大の
注意点

ロットごとの色
ブレ。部数が増
えても1部あた
りのコストが高
いまま

段取りコストが、ごく少部数では不利に働く 輸送期間のため、締め切り前にミスを直す余裕がほとんどない
上乗せ料金と、
自分と印刷機
の間に入る余
分な層

目立つパターンが二つあります。海外工場とブローカーは、仕様がすべて書面になっているときに最も力を発揮します。印刷中に非公式な修正を入れる余地が少ないためです。デジタル印刷
会社と地元のオフセット印刷会社は直前の変更に柔軟ですが、その柔軟さの対価を、価格か加工の選択肢の幅で払うことになります。雑誌をどこで印刷するかは、「最高の」印刷会社を探す
というより、スケジュールリスク、コスト、自分で関わる度合いへの許容度を、それに合うベンダータイプに合わせる作業です。

よくある質問
よくある質問：数部だけ必要な場合、雑誌はどこで印刷できますか。

デジタル小ロット印刷会社やプリントオンデマンドのプラットフォームが、版もメイクレディの段取りも不要なため、たいてい最も現実的です。注文前に、担当者がファイルを確認してくれ
るか、現物校正が可能かを確かめてください。少部数の注文はセルフサービスが多く、箱が届くまで問題に気づかないことがあります。

よくある質問：海外の雑誌印刷会社は利用する価値がありますか。
運賃を吸収できるだけの部数があり、輸送を見込んだスケジュールが組め、仕様が完全に文書化されていれば、価値があります。余裕のない締め切り厳守の号では、到着時に不具合が見つかっ
ても再印刷の時間がないため、リスクが高くなります。工場から出荷される前に、出荷前検査の写真やサンプルを求めてください。

よくある質問：印刷ブローカーは上乗せ料金を払う価値がありますか。

工場を自分で管理する時間や専門知識がない場合や、案件ごとに異なる工場が必要なタイトルを扱う場合は、価値があります。どの工場が印刷するのかを必ず確認し、ブローカー一般の主張
ではなく、その工場の認証を求めてください。

よくある質問：雑誌印刷会社はどんな認証を持つべきですか。

色の一貫性については、有効なG7認定、または文書化されたISO 12647工程管理を探してください。サステナビリティに関する主張については、自分で確認できる有効なFSC
CoC認証書を求めます。ウェブサイトのバッジは証拠ではありません。認証番号か最新のレポートを求めましょう。

よくある質問：本当に現物校正は必要ですか。

濃いベタ面、肌色、ブランドカラー、特殊ラミネートを使う表紙では、必要です。画面と印刷物では色の見え方が違い、完璧に見えたデジタル校正を承認して後悔した購入者は多くいます。
文字中心の本文ページなら、入念なデジタル校正で十分なことが多いです。

よくある質問：何社から見積もりを取るべきですか。

自社の印刷部数に合うベンダータイプを、少なくとも二つ含められる数です。価格だけでなくビジネスモデルも比較できます。すべてのベンダーに同じ書面の仕様を送り、明細付きの見積も
りを依頼してください。そうしないと見積もりを比較できません。

重要ポイント
紙媒体の読者層は今も幅広く、制作品質は多くの読者の目に触れます。 — 米国の成人の86%が、6か月以内に雑誌を読んでいます（出典)
成長の中心はカスタム誌とニッチ誌で、柔軟に対応できるベンダーが求められます。 — カスタムマガジンは前年比で17%近く増加。ABCのABC Q3 2025の数
値です（出典)
見積もりの有効期間が重要なのは、号ごとに用紙コストが急騰することがあるためです。 — 用紙コストが1か月で46%上昇しました（出典)
「発色が良い」という言葉だけでなく、名前の挙がったカラー規格を求めましょう。 — G7はANSI/CGATSの技術報告書015です（出典)
FSCラベルには有効なCoC認証書が必要なので、認証番号を確認しましょう。 — ラベルを付ける製品ごとに、有効な証明書が1通必要です（出典)

https://www.newsmediaalliance.org/2025-market-report/
https://www.bizcommunity.com/article/abc-q3-2025-magazines-custom-the-star-of-the-show-952864a
https://www.aaii.com/journal/article/15232-print-magazines-are-not-immune-from-supply-chain-issues
https://idealliance.org/specifications/g7-for-color-management/
https://uk.fsc.org/paper-print


まとめ
雑誌をどこで印刷するかを決めるには、三つの判断を順に行います。まず、印刷部数、発行頻度、締め切りリスクに合うベンダータイプを選びます。次に、ロゴではなく、文書化されたカ
ラー、用紙、コンプライアンスの証拠を示せる候補に絞り込みます。最後に、契約前に試したときに、コミュニケーション、校正、書面の是正対応がきちんと機能したパートナーを選びます。
表紙のひび割れから発売日の遅れまで、この業界の不満の大半は、これらのどれかを飛ばしたことに行き着きます。

無線綴じの雑誌を計画していて、書面の仕様に基づいて進めるパートナーをお探しなら、まず当社の カスタム無線綴じ雑誌印刷 のページをご覧のうえ、案件プロフィールをお送りください。
ご希望の部数、用紙、加工、納品先に合わせた明細付きの見積書をお返しします。価格も納期もこれらの条件で決まるため、固定の価格や納期は公開しておりません。

脚注
News/Media Alliance、2025 市場レポート：米国の成人の雑誌読者率。 ↩1.
Honolulu Star-Advertiser（2024-06-25）：デジタル時代に勢いを保つ高級ニッチ印刷雑誌。 ↩2.
Bizcommunity（2025-11-20）：ABC Q3 2025、カスタムマガジンが主役。 ↩3.
Print Power（2025）：印刷メディアのプレミアム化。 ↩4.
Voices.media（2026-03-31）：印刷雑誌出版の課題。 ↩5.
AAII Journal（2021-12）：印刷雑誌もサプライチェーンの問題と無縁ではない。 ↩6.
Idealliance：カラーマネジメントのためのG7、ANSI/CGATS TR 015。 ↩7.
ISO / TC 130：ISO 12647、ハーフトーン色分解、校正刷りおよび本番印刷の工程管理。 ↩8.
Forest Stewardship Council：用紙と印刷物に関するCoC認証のラベル表示要件。 ↩9.
ISO：ISO 20494、一般的なグラフィック用途における用紙の安定性に関する要求事項。 ↩10.
米国OSHA：印刷業の安全衛生ガイダンス。 ↩11.
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